






○ 2013年度第1四半期の業績概要 
  
     ・受注高          395億円 前期比 32.1%増 
     ・売上高          301億円 前期比 15.8%減 
     ・営業損失            33億円 
     ・税引前純損失      28億円 
     ・当期純損失           36億円 
 
 
○ 損益に対する為替の影響は、外貨建ての売上高が低かったことで、 
  営業利益に対するプラス効果が限定的なものにとどまった 
 
 
○ 受注残 3月末から 94億円増加 258億円 
 
 



○ 2013年度第1四半期の事業セグメント別受注高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 
   ・前期比38%増     282億円 
    うち非メモリ・テスタ 201億円 
        メモリ・テスタ   81億円 
 
  （主な増加要因） 
   ・全体としてモバイル機器向けが改善 
      モバイルDRAMの生産量拡大、性能向上への対応として 
    メモリ・テスタ需要が回復 
          非メモリ・テスタ「V93000」もモバイル機器用のロジックIC向けで堅調 
 
 
○ メカトロニクス関連事業 
   ・前期比増 47億円 
 
  （主な増加要因） 
   ・メモリ・テスタ需要の増加と連動してデバイス・インタフェースが増加、 
    ナノテクノロジー製品も貢献 
     
 
○ サービスその他事業 
       ・前期比横ばい 67億円 



○ 2013年度第1四半期の地域別受注高 
 
   ・韓国 
    モバイルDRAM向けでDRAMテスタが増加 
 
   ・台湾、欧州 
    主にモバイル機器用のロジックIC向けが増加 



○ 2013年度第1四半期の事業セグメント別売上高 
  
○ 半導体・部品テストシステム事業 
   ・前期比 23%減   210億円 
    うち非メモリ・テスタ151億円 
      メモリ・テスタ   59億円 
 
 （主な減尐要因） 
   ・モバイル機器向けのテスタ投資の端境期にあたったことで、 
    前期末の受注残の水準が低かった影響を受けた 
    LCDドライバIC用テスタが大きく減尐、ロジックIC向けも全体的に軟調 
 
 
○ メカトロニクス関連事業 
   ・前期比増 35億円 
 
 （主な増加要因） 
   ・デバイス・インタフェース販売がメモリ・テスタ需要増と連動 
 
 
○ サービスその他事業 
   ・前期比横ばい 56億円 
    
 



○ 2013年度第1四半期の地域別売上高 
 
   ・韓国 
    モバイルDRAM向けでメモリ・テスタが増加 
 
   ・台湾 
    LCDドライバIC向け、モバイル機器用ロジックIC向けが減尐 
 
   ・米州 
    MPU向けの減尐など 
 
 
 
 
 
 
 
 
    



○ 2013年度第1四半期の営業利益について 
 
   ・売上総利益率 前期比1ポイント増 50.8% 
  
   ・営業費用 前期とほぼ横ばい 186億円 
    円安進行に伴い、海外オペレーションに関わるコストの円換算額が増加 
                 
   ・営業損失 33億円 
 
 



○ 2013年度第1四半期の営業費用の内訳 
 
   ・研究開発費 87億円 
              
   ・設備投資  14億円  
 
   ・減価償却費 23億円   



○ 2013年6月末時点のバランス・シート 
 
○ 資産の部 
   ・現金預金  
    2013年3月末比 16億円増     473億円  
 
   ・のれん    
    円安の進行と、6月に買収完了した米国W2BI社の のれんの影響 
    2013年3月末比 32億円増     449億円 
 
   ・これらの結果、総資産は、 
      2013年3月末比 51億円増  2,306億円 
 
 
○ 負債・資本の部 
   ・自己資本    
    2013年3月末比 14億円増  1,426億円 
 
   ・自己資本比率は 
    2013年3月末から 0.8ポイント減 61.8% 





○ メモリ・テスタ事業の見通しについて 
    
       ・モバイルDRAMの生産拡大に連動した、底堅い需要が 
    今後も期待できる 
 
   ・足元は、モバイルDRAMの高速化対応からの新規テスタ需要が 
          中心。今後、顧客各社で前工程投資が行われれば、生産能力拡張の 
    ための新規需要も期待できる 
 
   ・NANDフラッシュ向け市場では、今月に正式発表した新製品 
   「T5831」で、シェア獲得に努めていきたい 
 
 
○ 非メモリ・テスタ事業の見通しについて 
    
   ・モバイル機器の台数成長、性能革新、そしてメーカー間の競争が 
    各種半導体の生産量増加や性能向上を促し、その結果 
    当社の非メモリ・テスタ製品需要が喚起される構図は当面続く 
 
   ・足元では、ローエンド・スマートフォンなど、新興国向けモバイル機器の 
    存在感が増す一方、ハイエンドクラスの成長率は調整気味 
 
   ・しかし、今年度の後半から終盤にかけ、再びモバイル機器の生産拡大 
    への対応が進むと期待 
 
   ・並行して、モバイル機器の高性能化に対応するデバイスの性能が進化し、 
    新規のテスタ投資がさまざまなデバイスで相次ぐとみている 



○ 次に、ハンドラ事業と、テスタ周辺ビジネスについて 
    
   ・テスト・ハンドラ、デバイス・インタフェース製品の需要は、 
    後工程用メモリ・テスタの需要との連動性が高い 
 
   ・そのメモリ・テスタの需要が回復傾向にあるほか、 
    下期から、モバイル用半導体のファインピッチ化が進むことで、 
          市場環境に改善傾向。下期の受注拡大を見込んでいる 
 
   ・プローブ・カードについては、下期の事業立ち上がりを想定 
 
   ・サービス、サポート関連では、非メモリ・テスタを中心に 
    インストール・ベースがここ２年良いペースで伸びていることに 
    支えられ、売上水準の底上げが持続的に進むと考えている 



○ 中長期の成長のために強化中の、新規事業拡大の取り組みについて 
    
   ・バランスシートの実績報告で触れたとおり、当社はかねて進めてきた 
    米国W2BI社の買収作業を、6月に完了 
    重点施策である「上位市場の創出」の一環としての取り組み 
 
   ・買収総額は 約1,300万米ドル、 
    第2四半期以降の今期の売上高は 約10億円を想定 
 
   ・W2BI社は、スマートフォンなどモバイル機器そのものの動作検査用の 
    ソフトウエア専業企業で、通信キャリアや端末メーカーが中心顧客 
    
   ・モバイル機器のテスト市場は、モバイル機器の台数の増加や 
      各国へのLTE普及を背景に成長中 
 
   ・W2BI社が属する、モバイル機器のシステムレベル・テスト用 
          ソフトウエア市場の場合、今後5年間で約2倍規模へ拡大するとみている 
 
   ・この成長市場の中で、W2BI社の事業基盤と、当社のグローバル販売網を 
    組み合わせることで、収益を拡大 



○ 「上位市場の創出」について、もう１件ご紹介する 
    
   ・当社は今年度から、SSDのテスタ市場へ参入する 
 
   ・SSDは、ご存じのとおりストレージ・デバイスの本命として 
    サーバー用途を中心に、今後高い成長が期待されている 
 
   ・旧Verigy社の統合直後から、新規事業のテーマとして 
    SSD関連テスト・ソリューションの開発を進めてきた 
 
   ・SSDテスタの市場規模は現在は小さいが、SSD市場の成長に連動し、 
    今後３年間で３倍の約90億円に伸びるとみている 
 
   ・SSDメーカーの多くはNANDフラッシュメモリメーカーでもあり、 
    当社にとり、なじみ深い市場 
 
   ・多くの潜在顧客とコネクションが既にあるほか、 
    被測定物は異なるが、投資効率の改善あるいはテスト効率化など、 
    当社が培ってきたテストに関するノウハウを活用できることで、 
    既に高い競争力を有していると考えている    
 
   ・販売開始予定時期との兼ね合いから、来期以降の 
          本格的な業績貢献を予定 



○ 他の主な新規事業の状況について 
    
   ・新規事業の展開に際して、これまで開発リソースを積極投入してきたが、 
          事業化の推進に特化した専任組織を新たに6月末に設置 
          新規事業の売上拡大スピードを加速させる 
 
   ・従来のテスタ事業と全く異なるビジネス・モデルとして 
          進めているクラウド・テスティング・サービスを、北米でも開始 
    台湾、欧州でも今年度中にサービスを開始予定 
   
   ・ユーザー数はまだまだ発展途上だが、反響に手応え 
    来年度に大きく売上を伸ばせるよう、事業基盤の拡大に取り組む 



○ 他の主な新規事業の状況について 
    
   ・電子ビーム露光装置の新製品「F7000」が、初受注を獲得 
      今後は、研究開発機関など、半導体企業以外からも受注を期待 
    
   ・テラヘルツ波関連製品では、 
          テラヘルツ分光・イメージング解析プラットフォームを新開発 
    製造工程内でのモニタリングなど、研究用途から産業用途まで、 
      テラヘルツ波関連市場の拡大を図っていく 



○ 最後に、2013年度の業績予想について 
 
   ・非メモリ・テスタの動向が想定よりやや弱いが、メモリ・テスタは 
          予想以上の堅調な動きが今後期待でき、上期までは期初の予想に 
          概ね沿った推移 
 
○ 業績予想は、前回4月に発表した 
 
   ・受注高    1,650億円 
   ・売上高    1,600億円 
   ・営業利益      130億円 
   ・当期純利益     98億円 
   ・一株当たり配当金予定 年間20円 
 
   から変更ない 
 
   ・為替レートは1米ドル＝90円、1ユーロ＝120円で、 
    前回の前提を継続 
 
   ・為替感応度は、通貨別の売上増減により変動するが、 
    期初に申し上げた通り、対米ドルの円安がメリットになる 
  



○ 参考まで、今期の業績予想の内訳を事業のカテゴリ別に再編集すると 
  このような分類となる 
   


